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商標
Apple、MacおよびmacOSは米国およびその他の国で登録
されたApple Inc. の商標です。
Use of the Works with Apple badge means that an
accessory has been designed to work specifically
with the technology identified in the badge and has
been certified by the developer to meet Apple
performance standards.
Microsoft、Windows は米国Microsoft Corporation の米
国およびその他の国における登録商標です。
Adobe、Photoshop、Photoshop Elements、Photoshop
Lightroom、Acrobat、Reader は Adobe（アドビ）の米国
ならびにその他の国における商標または登録商標です。
Firefoxは米国Mozilla Foundationの米国およびその他の国
における商標です。
Chrome、Chromebook、Android、Google Play は Google
Inc. の商標です。
Mopria®、Mopria® ロゴは、Mopria Alliance, Inc. の米国
およびその他の国における商標または登録商標かつサービス
マークです。許可無く使用することは固く禁じられておりま
す。
AOSS™は株式会社バッファローの商標です。
その他の製品名は各社の商標または登録商標です。

ご注意
・ 本書の内容の一部または全部を無断転載することを禁止し
ます。

・ 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。
・ 本書の内容にご不明な点や誤り、記載漏れなど、お気付き
の点がありましたら弊社までご連絡ください。

・ 運用した結果の影響については前項に関わらず責任を負い
かねますのでご了承ください。

・ 本製品が、本書の記載に従わずに取り扱われたり、不適当
に使用されたり、弊社および弊社指定以外の、第三者によっ
て修理や変更されたことなどに起因して生じた障害等の責
任は負いかねますのでご了承ください。

インクパックは純正品をお勧めします
プリンター性能をフルに発揮するためにエプソン純正品のイ
ンクパックを使用することをお勧めします。純正品以外のもの
をご使用になりますと、プリンター本体や印刷品質に悪影響が
出るなど、プリンター本来の性能を発揮できない場合がありま
す。純正品以外の品質や信頼性について保証できません。非純
正品の使用に起因して生じた本体の損傷、故障については、保
証期間内であっても有償修理となります。
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マニュアルの見方

マークの意味

安全に関するマーク
マニュアルでは、お客様や他の人々への危害や財産への
損害を未然に防止するために、危険を伴う操作や取り扱
いを次の記号で警告表示しています。内容をご理解の上
で本文をお読みください。

この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示していま
す。

この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が傷害を負う可能性および
財産の損害の可能性が想定される内容
を示しています。

一般情報に関する表示
K 必ず守っていただきたい内容を記載し

ています。この内容を無視して誤った
取り扱いをすると、製品の故障や、動
作不良の原因になる可能性がありま
す。

L 補足説明や参考情報を記載していま
す。

U 関連した内容の参照ページを示してい
ます。

［設定値］ コンピューターの画面に表示される文
字列は［ ］で囲んで示します。

掲載画面
・本書の画面は実際の画面と多少異なることがあります。
また、OSの違いや使用環境によっても異なる画面とな
ることがありますので、ご注意ください。

・本書に掲載するWindowsの画面は、特に指定がない限
りWindows 10の画面を使用しています。

・本書に掲載する Mac の画面は、特に指定がない限り
macOS High Sierraの画面を使用しています。

マニュアルの構成
本製品のマニュアルは、以下の構成で提供しています。
PDFマニュアルは、Adobe Acrobat Reader やプレビュー
（Mac）などでご覧ください。

セットアップガイド
（冊子）

本機を箱から取り出した以降か
ら、本機を使用可能にするまでの
作業を説明しています。

安全上のご注意 お客様や他の人への危害や財産へ
の損害を未然に防止するために、
守っていただきたいことを説明し
ています。製品を安全に正しくお
使いいただくために、必ずご覧く
ださい。

ユーザーズガイド
（抜粋版）（本書）

日常使用するうえで必要な、基本
の操作とメンテナンスの方法を説
明しています。

オンラインマニュアル

ユーザーズガイド
（PDF）

本機の操作方法や日常お使いいた
だく上で必要な事項、メンテナン
ス作業、困ったときの対処方法な
ど本機の使い方全般を説明してい
ます。

システム管理者ガイ
ド
（PDF）

システム管理者向けに管理の仕方
やプリンターの設定方法を説明し
ています。

PDFマニュアルの見方
Adobe Acrobat Readerで PDFマニュアルを見る際の基本
的な操作を Adobe Acrobat Reader DCで表示したときを例
に説明します。

マニュアルの見方
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A PDFマニュアルを印刷するときにクリックします。

B クリックするたびに、しおりを閉じたり表示したり
します。

C タイトルをクリックすると該当のページが表示され
ます。
［＋］をクリックすると、下の階層のタイトルが表
示されます。

D 参照先が青字で記載されているときは、青字の部分
をクリックすると該当のページが表示されます。
元のページに戻るときは、以下のように行います。
Windowsの場合
Altキーを押したまま キーを押します。
Macの場合
commandキーを押したまま キーを押します。

E 確認したい項目名などキーワードを入力して検索が
できます。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示さ
れたメニューで［簡易検索］を選択すると、検索ツー
ルバーが表示されます。
Macの場合
［編集］メニューで［簡易検索］を選択すると、検
索ツールバーが表示されます。

F 表示中の文字が小さくて見えにくいときは をク
リックすると拡大します。 をクリックすると縮小
します。イラストや画面図など拡大する部分を指定
するには、以下のように行います。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示さ
れたメニューで［マーキーズーム］を選択します。
ポインターが虫眼鏡に変わりますので拡大したい箇
所を範囲指定します。
Macの場合
［表示］メニュー -［ズーム］-［マーキーズーム］
の順にクリックすると、ポインターが虫眼鏡に変わ
ります。そのまま虫眼鏡のポインターで拡大したい
箇所を範囲指定します。

G 前ページ/次ページを表示します。

マニュアルの見方
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ご使用の前に

各部の名称と働き

前面
オプションの両面印刷ユ
ニット装着時

カットくず箱を取り外しインクパック
カバーを開けた状態

A プリンターカバー
用紙詰まりやメンテナンス作業時に取り外します。

F カットくず箱
印刷時にカットされたロール紙のカットくずが溜まり
ます。カットくずはロール紙交換時に必ず廃棄してく
ださい。また、ロール紙のセットや取り外しのときに
取り外します。
U 「カットくずの廃棄」29ページ

B 手差し給紙カバー
手差し給紙で印刷するときは、このカバーを開けて単
票紙をセットします。

G 排紙トレイ
排紙トレイはカットくず箱と一体になっています。
排紙トレイの上に印刷された用紙が集積されます。使
用するときはトレイを手前に引き出し、先端を起こし
てお使いください。
トレイ上に集積できる用紙枚数は以下をご覧ください。
U 「仕様一覧」39ページ
また、印刷された用紙は、十分に乾燥するまでは重なっ
た状態で長時間放置しないでください。乾燥前の用紙
を長時間重ねると、重なった部分の色が変わることが
あります。
詳細は『オンラインマニュアル』から『ユーザーズガ
イド』をご覧ください。

C 状態表示ランプ
本体が正常な状態か、エラー状態かをランプで示しま
す。

D インクパックカバー（左）
インクパックを交換するときに開けます。
U 「インクパックの交換」28ページ

E セキュリティスロット
左右のインクパックカバーにあります。
インクパックカバーのロックや本機の盗難防止のため
に、市販のセキュリティワイヤーなどの固定用金具を
差し込みます。

ご使用の前に
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H インクパックカバー（右）
インクパックやメンテナンスボックスを交換するとき
に開けます。
U 「インクパックの交換」28ページ
メンテナンスボックスの交換方法は『オンラインマニュ
アル』から『ユーザーズガイド』をご覧ください。

L インクパックトレイ
ラベルで示す色のインクパックを装着します。全ての
インクパックトレイを本機にセットしてください。
インクパックトレイは共通部品のため、インク色にか
かわらず共通でお使いいただけます。

I 操作パネル
U 「操作パネル」12ページ

M ロールペーパーユニット
スピンドルを取り出すときに手前に引き出します。
印刷したロール紙の裏側が汚れたときはロールペーパー
ユニットを清掃してください。
清掃方法は『オンラインマニュアル』から『ユーザー
ズガイド』をご覧ください。

J カセット
単票紙をセットします。

K インクパック
6色のインクパックをセットします。
U 「インクパックの交換」28ページ

N メンテナンスボックス
インクの廃液を溜めるための容器です。
交換方法は『オンラインマニュアル』から『ユーザー
ズガイド』をご覧ください。

ご使用の前に
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背面
オプションの両面印刷ユニット装着時

A 通風口
本機内部の温度調節のために空気が通ります。通風口
は複数あります。いずれも塞がないでください。

H ロックレバー
背面カバーを開けるときにロックを解除するレバーで
す。

B 電源コネクター
電源コードを接続します。

I 給紙ローラー
カセットにセットした単票紙は、このローラーを経由
して給紙されます。両面印刷ユニットの組み立て時に
給紙ローラーを取り付けてから本機をお使いください。
給紙ローラーは使用する単票紙の種類に応じて交換が
必要です。また、給紙不良が繰り返し発生するときは
ローラー表面の汚れを拭き取る清掃をします。
詳細は『オンラインマニュアル』から『ユーザーズガ
イド』をご覧ください。

C LANポート
LANケーブルを接続します。

D USBポート
USBケーブルを接続します。

E 手差しユニット
手差し給紙時にカバーを開けて単票紙をセットします。
手差し給紙しないときはカバーを閉めてください。用
紙詰まりやメンテナンス作業時には取り外します。

F ロックレバー
手差しユニットを取り外すときにロックを解除するレ
バーです。

J 搬送ローラー
カセットから給紙された単票紙は、このローラーを経
由してプラテン部まで送られます。
給紙不良が繰り返し発生するときはローラー表面の汚
れを拭き取る清掃をします。
詳細は『オンラインマニュアル』から『ユーザーズガ
イド』をご覧ください。

G 背面カバー
用紙詰まりやメンテナンス作業時に開けます。

ご使用の前に
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給紙部
ロールペーパーユニット 手差しユニット カセット（オプションの両面印刷

ユニット装着時）

A スピンドルユニット
ロール紙をセットします。

C エッジガイド
用紙セット時に用紙のエッジに合わせます。

B ハンドル
ロール紙をスピンドルユニットに巻き戻すときに回し
ます。

D 給紙口
ロール紙の先端を差し込んでセットします。

ご使用の前に
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プラテン部

A プリントヘッドユニット
左右に移動しながらインクを吐出して印刷します。プ
リントヘッドユニットは無理に手で動かさないでくだ
さい。故障の原因になります。

B プラテン
印刷した用紙の裏側が汚れたときはプラテンを清掃し
てください。
清掃方法は『オンラインマニュアル』から『ユーザー
ズガイド』をご覧ください。

ご使用の前に
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スピンドルユニット

A フランジ
ロール紙を左右から挟んで固定します。フランジは左
右共通の部品です。

C スピンドル
ロール紙の紙管に差し込みます。本機にセットすると、
右側にある歯車を介して本機から回転が制御されます。

B ノブ
スピンドルに差し込まれたフランジを固定/解除しま
す。

ご使用の前に
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操作パネル

A 【P】ボタン（電源ボタン）、Pランプ（電源
ランプ）
通常は ON（ランプ点灯）の状態で使用します。緊急時
や、長期間使用しないときなどは OFF（ランプ消灯）
にします。
動作中はランプが点滅します。

E 【 】ボタン（戻るボタン）
設定メニュー表示中にひとつ上の階層に戻るときに押
します。

B 【 】ボタン（巻き取りボタン）
ロール紙を交換するときに押します。ロール紙が交換
位置まで巻き戻ります。

F 【u】/【d】/【l】/【r】ボタン（選択ボ
タン）
設定メニューで項目の選択や文字を入力するときに押
します。

C 【 】ボタン（ホームボタン）
設定メニュー表示中などに押すと、ホーム画面に戻り
ます。

G 【Z】ボタン
選択や入力を確定するときや、機能を実行するときに
押します。

D 画面
本機の状態やメニュー、エラーメッセージなどが表示
されます。

H 【 】ボタン（ストップボタン）
動作を中止するときに押します。

ご使用の前に
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画面の見方と操作

ホーム画面

A インク情報
インク残量の目安や状態を横方向のバー表示やアイコン
で表示します。残量が少なくなるとバー表示が短くなり
ます。
バー表示左の略号はインク色を表します。

D メンテナンスボックス情報
メンテナンスボックスの空き容量の目安や状態を縦方向
のバー表示やアイコンで表示します。空き容量が少なく
なるとバー表示が短くなります。
以下の状態になるとアイコンが表示されてお知らせしま
す。

BK ： ブラック ： 空き容量が少ないです。

C ： シアン ： メンテナンスボックスの空き容量がなくなり
ました。新しいメンテナンスボックスと交換
してください。LM ： ライトマゼンタ

LC ： ライトシアン 交換方法は『オンラインマニュアル』から『ユーザー
ズガイド』をご覧ください。

M ： マゼンタ

Y ： イエロー

以下の状態になるとアイコンが表示されてお知らせし
ます。

E ネットワーク情報
ネットワークの接続状態をアイコンで表示します。

： インク残量が少ないです。 ： 有線 LAN非接続、ネットワーク未設定

： インク残量が限界値以下になりました。新し
いインクパックと交換してください。

： 有線 LAN接続中

U 「インクパックの交換」28ページ ： 無線 LAN（Wi-Fi）無効、または接続処理中

B 設定メニュー
本機の設定やメンテナンス機能の実行を行います。
【u】/【d】ボタンで項目を選び、【Z】ボタンを
押して次画面に進んでください。
項目の詳細は『オンラインマニュアル』から『ユーザー
ズガイド』をご覧ください。

： 無線 LAN（Wi-Fi）接続に問題がある、または
検索中

： 無線 LAN（Wi-Fi）接続中
線の数は電波の状態を示します。線の数が多
いほど、電波の状態は良好です。

C 操作ボタンガイド
操作できるボタンがアイコン表示されます。この例で
は、【Z】ボタンで選択したメニューに進むことを示
しています。

： Wi-Fi Direct（シンプル AP）接続有効

： Wi-Fi Direct（シンプル AP）接続無効

ご使用の前に
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文字入力画面
ネットワーク設定時の数字や文字、記号の入力は、【u】/【d】/【l】/【r】ボタンと画面に表示されるキーボードを
使います。【u】/【d】/【l】/【r】ボタンで入力したい文字やファンクションキーを選択して、【Z】ボタンを押し
ます。入力が全て終わったら［OK］を選択して、【Z】ボタンで決定します。

l r ： 左右に 1文字分、カーソルを移動します。 ： 左側に 1文字ずつ削除します（バックスペー
ス）。

A 1 # ： 入力文字種を切り替えます。英数字や記号を
入力できます。

OK ： 入力した文字を確定します。

： スペースを入力します。

ご使用の前に
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基本の操作

用紙の交換・セット時のご
注意

・用紙の端を手でこすらないでください。用紙の側面
は薄く鋭利なため、けがをするおそれがあります。

・カバー類を開閉するときは、手や指を挟まないよう
に注意してください。けがをするおそれがあります。

・ロールペーパーユニットは、引き出し手掛けに手を
掛けて出し入れしてください。他の部分に手を掛け
て出し入れすると、手や指を挟んでけがをするおそ
れがあります。

ロール紙セット時のご注意
左右端が不ぞろいなロール紙はセットしない
左右の端が不ぞろいなロール紙をセットすると、用紙送
り不良の原因となります。端をそろえてから使用するか、
問題のないロール紙を使用してください。

同じロール紙をスピンドルユニットへ繰り返し着脱する
と、左右の端が不ぞろいになる傾向があります。
ロール紙を取り外すときはロールがなるべく緩まないよ
うにし、セットするときは左右の端をそろえてください。

先端が傷んでいるロール紙はセットしない
ロール紙の先端が傷んでいるときは、はさみなどでまっ
すぐにカットしてからセットしてください。

基本の操作
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ロール紙の交換方法
ここでは、ロールペーパーユニットからロール紙を取り
外して、新しいロール紙をセットする手順を説明します。

交換前に準備するもの
以下のものを準備します。

準備するもの 説明

新しくセットする
ロール紙

-

布やビニールなど
の敷物

ロール紙が汚れないように、スピンドル
ユニットにセット/取り外しする場所に
敷きます。

柔らかい布 ロール紙を取り付ける前に、ロール紙端
面を清掃します。

手袋 ロール紙が汚れないように、ロール紙を
扱うときに着用します。

ロール紙の交換は以下の順で行います。手順に沿って作
業してください。

・「スピンドルユニットの取り出し」16ページ

・「ロール紙の取り外し」17ページ

・「ロール紙の取り付け」18ページ

・「スピンドルユニットの取り付け」20ページ

スピンドルユニットの取り出し

A 電源が入っていることを確認します。

B 【 】ボタンを押してロール紙をスピンドルに
巻き戻します。

C 排紙トレイを収納します。

D カットくず箱を取り外し、カットくずを廃棄しま
す。

E ロールペーパーユニットを引き出します。

基本の操作
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F スピンドルユニットを取り出します。

取り出すときはノブを持ってスピンドルユニットを
持ち上げないでください。ロール紙が落下するおそ
れがあります。

ロール紙の取り外し

A ノブを起こして左側のフランジを外します。

B ノブを起こして右側のフランジとスピンドルを取
り外します。

基本の操作
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ロール紙の取り付け
ロール紙はスピンドルユニットのセンターに合わせて取
り付けます。以下の手順に従って取り付けてください。

A 新しいロール紙を袋から取り出して、平らな場所
に縦向きに置きます。その後、ロール紙の端を柔
らかい布で数回拭いて紙粉などの汚れを取り去り
ます。

ロール紙先端が下図の向きになるように置いてくだ
さい。

B フランジのノブを起こしてロール紙にセットしま
す。

フランジとロール紙の間に隙間がなくなるまで押し
込みます。
フランジをロール紙にしっかりセットするために、
フランジにスピンドルが差し込まれている場合はス
ピンドルを取り外してから押し込んでください。

C フランジにスピンドルを、セットする用紙幅の位
置まで差し込みます。

スピンドル端の歯車がない方から差し込んでくださ
い。
図は A4に合わせた例です。

基本の操作
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D ノブを倒してフランジを固定します。

このとき、フランジとロール紙の間に隙間がないこ
とを確認してください。

E スピンドルユニットの軸に反対側のフランジを差
し込み、ロール紙をフランジでしっかりと挟みま
す。

F フランジとロール紙の間に隙間がないことを確認
して、ノブを倒してフランジを固定します。

基本の操作
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スピンドルユニットの取り付け

A スピンドルユニットをロールペーパーユニットに
セットします。

スピンドル端の歯車を右側にしてセットします。
スピンドルユニットの軸が軸受けに収まり、歯車が
かみ合っていることを確認してください。

B ロール紙の先端を給紙口に音が鳴るまで挿入しま
す。

C エッジガイドをロール紙の幅に合わせます。

このとき、ロール紙のエッジ位置が用紙サイズのラ
ベルの表示と合っていること、左右のエッジガイド
ともロール紙のエッジと隙間がないことを確認して
ください。

基本の操作
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ラベルの表示と合っていなかったり、左右どちらか
のエッジガイドに隙間があったりする場合は、スピ
ンドルユニットに対してロール紙の取り付け位置が
ずれています。ロール紙を正しい位置に取り付け直
してください。

D ロールペーパーユニットを奥まで押し込みます。

E カットくず箱を取り付けます。

取り付けると給紙が始まります。給紙が終了する
と、操作パネルの画面が用紙種類を設定する表示に
なります。

F 操作パネルの画面で用紙種類を設定します。

セットしたロール紙の用紙種類と一致しているとき
は【Z】ボタンを押します。

違っているときは、［変更］を選択して用紙種類を
変更します。

G 排紙トレイをセットします。

手前に持ち上げてから少し押し込んで固定します。

2段目を手前に引き出して先端部分を起こします。

基本の操作
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単票紙のセット方法
ここでは、単票紙を手差しユニット、またはオプション
のカセットにセットする手順を説明します。

準備するもの
以下のものを準備します。

準備するもの 説明

新しくセットする
単票紙

-

手袋 用紙が汚れないように、用紙を扱うとき
に着用します。

手差しユニットへのセット
手差しユニットには、印刷を開始して印刷データを本機
に送信してから単票紙をセットしてください。

A 手差し給紙カバーを開けます。

B エッジガイドを広げます。

C 印刷する面を手前にして、エッジガイド間の中央
に用紙を置きます。

ハガキは下図の方向に置いてください。

D エッジガイドを用紙の幅に合わせます。

基本の操作
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E 用紙を給紙口から 5cm程度奥まで押し込みます。

このとき、用紙が傾かないようにエッジガイドを左
右から押さえながら、用紙を少しずつ押し込んでく
ださい。用紙の斜行を防ぎ、正しくセットできま
す。

カセット（オプション）へのセッ
ト
セットする用紙の種類に対応する給紙ローラーが取り付
けられているか事前に確認してください。
U 『ユーザーズガイド』

A カセットを手前に引き出します。

B 左右と手前のエッジガイドをいっぱいまで広げま
す。

レバーをつまみながら動かしてください。

C セットする用紙をさばきます。

用紙の束は、静電気などにより用紙同士が密着して
いることがあります。このままセットすると給紙不
良が発生するおそれがあるため、以下の手順に従っ
て用紙をさばいてください。用紙をさばくことによ
り用紙間に空気を入れて、密着をほぐすことができ
ます。
さばくのは用紙の短辺に対して 2回ずつ行います。
正方形の用紙の場合は相対するいずれかの 2辺をさ
ばいてください。
① 用紙の短辺を図のように 2回さばきます。

・用紙は強くつかまずに軽く持ってください。
強くつかむと用紙端まで空気が入らず密着が
ほぐれないときがあります。

・大きい用紙をさばくときは、図のように用紙
を持つ方の腕で用紙の束を支えながらさばい
てください。

基本の操作
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② もう一方の短辺を同様に 2回さばきます。

③ 用紙の上下左右の端をそろえます。

D 印刷する面を下にして、用紙をセットします。

セットできる用紙の枚数は、エッジガイドに表示さ
れている上限線、または 100枚のいずれか少ない方
までになります。
エプソン製専用紙およびハガキのセット可能枚数は
以下を参照してください。
U 「使用可能な用紙」33ページ

ハガキは下図の方向にセットしてください。

E 左右と手前のエッジガイドを用紙に合わせます。

レバーをつまみながら動かしてください。
エッジガイドと用紙の間に隙間があると、印刷時に
用紙が斜行するおそれがあるため、しっかりと合わ
せてください。
また、用紙上面が左右のエッジガイドの上限線を超
えていないことを確認してください。

F カセットを閉めます。

基本の操作
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閉めた後に操作パネルの画面で用紙サイズと用紙種
類を設定してください。
セットした用紙の用紙種類と一致しているときは
【Z】ボタンを押します。

違っているときは、［変更］を選択して用紙種類を
変更します。

基本の操作
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メンテナンス

メンテナンス項目一覧
以下の表を参考にしてメンテナンスを実施してください。

作業内容 実施時期 参照

インクパックの交換
メンテナンスボックスの交換

操作パネルの画面に残量の警告が表示された
とき

U 「インクパックの交換」28ページ
U 『ユーザーズガイド』

カットくずの廃棄 ロール紙交換時 U 「カットくずの廃棄」29ページ

吸気口の清掃 3カ月に 1回 U 『ユーザーズガイド』

プラテンとロールペーパーユニットの清
掃

印刷した用紙の裏側が汚れるとき U 『ユーザーズガイド』

両面印刷ユニット（オプション）の給紙
ローラーと搬送ローラーの清掃

繰り返し給紙不良が発生するとき U 『ユーザーズガイド』

両面印刷ユニット（オプション）の給紙
ローラー交換

・カセットにセットする用紙の種類を変えた
とき

・以下を実施しても繰り返し給紙不良が発生
するとき

・カセットに用紙を正しくセットしている。
・用紙の種類に応じた給紙ローラーを使用し
ている。

・給紙ローラーと搬送ローラーを清掃してい
る。

U 『ユーザーズガイド』

プリントヘッドのノズルチェック ・ノズルが目詰まりしているか確認したいと
き

・目詰まりしている色を確認したいとき
・水平方向のスジ/濃淡ムラ（バンディング）
が見られるとき

U 「プリントヘッドのノズルチェック
とクリーニング」31ページ

プリントヘッドのヘッドクリーニング ノズルの目詰まりが確認されたとき U 「プリントヘッドのノズルチェック
とクリーニング」31ページ

本機には上記の他にメンテナンスツールから実行するメンテナンス機能があります。詳細は以下をご覧ください。
U 『ユーザーズガイド』

使用済み消耗品の処分
以下のいずれかの方法で処分してください。

・回収
使用済みのメンテナンスボックスは、資源の有効活用と地球環境保全のため回収にご協力ください。

・廃棄
産業廃棄物処理業者に廃棄物処理を委託するなど、法令に従って廃棄してください。委託時に製品安全性データシート
（MSDS）を産業廃棄物処理業者に提出してください。
製品安全データシート（MSDS）は、エプソンのウェブサイト（https://www.epson.jp）からダウンロードできます。

メンテナンス

26

https://www.epson.jp


メンテナンスボックスの回収
使用済みメンテナンスボックスは、「引取回収サービス」をご利用ください。
詳しくはエプソンのウェブサイトをご覧ください。
https://www.epson.jp/inkrecycle/

作業時のご注意

・インクパックやメンテナンスボックスを分解しないでください。
分解するとインクが目に入ったり皮膚に付着するおそれがあります。

・インクパックは強く振らないでください。
強く振ったり振り回したりすると、インクパックからインクが漏れるおそれがあります。

・インクパック、メンテナンスボックスは、子供の手の届かない場所に保管してください。

・インクが皮膚に付着したときや目や口に入ったときは、以下の処置をしてください。
・皮膚に付着したときは、すぐに水や石けんで洗い流してください。

・目に入ったときは、すぐに水で洗い流してください。そのまま放置すると目の充血や軽い炎症を起こすおそれがあります。異常
があるときは、速やかに医師に相談してください。

・口に入ったときは、速やかに医師に相談してください。

・製品内部の、マニュアルで指示されている箇所以外には触れないでください。感電や火傷のおそれがあります。

・マニュアルで指示されている箇所以外の分解は行わないでください。

・カバー類を開閉するときは、手や指を挟まないように注意してください。けがをするおそれがあります。

・ロールペーパーユニットは、引き出し手掛けに手を掛けて出し入れしてください。他の部分に手を掛けて出し入れ
すると、手や指を挟んでけがをするおそれがあります。

メンテナンス
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インクパックの交換
K
・交換用のインクパックがお手元にない場合は、交換
するまで使い終わったインクパックを装着したまま
にしておいてください。インクパックを装着してい
ない状態で放置すると、故障の原因となります。

・使用しているインクパックが限界値以下になったと
きは、速やかに新しいインクパックに交換してくだ
さい。

・インクパックを取り外した状態で本製品を放置しな
いでください。本製品内部のインクが乾燥し、正常
に印刷できなくなるおそれがあります。本製品を使
用しないときも、インクパックは全色装着した状態
にしてください。

A 電源ランプが点灯していることを確認します。

電源ランプが点滅中は、本製品が動作中です。動作
が止まるまでお待ちください。

B 操作パネルで交換が必要なインクパックを確認し
ます。

C 交換する側のインクパックカバーを開けます。

カバーを開けると状態表示ランプが点灯します。

D インクパックトレイを押して引き抜きます。

E インクパックを取り出します。

ハンドルを起こしてから取り出してください。

メンテナンス
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F 箱から新品のインクパックを取り出します。

K
インクパックの基板部分には触らないでくださ
い。正常に印刷できなくなるおそれがあります。

G ラベルの色を確認して、インクパックトレイを本
体に戻します。

H インクパックカバーを閉めます。

I 状態表示ランプが消灯したことを確認します。

カットくずの廃棄
印刷時に出るカットくずは、カットくず箱に溜まってい
きます。箱が満杯になる前にカットくずを廃棄する必要
があります。
カットくずの溜まっている量は、目視で確認します。カッ
トくずはロール紙交換時に必ず廃棄してください。

A 本機の電源ランプが点灯していることを確認しま
す。

電源ランプの点滅中は、本機が動作中です。動作が
止まるまでお待ちください。

メンテナンス
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B カットくず箱を取り外します。

カットくず箱を取り外すと状態表示ランプが点灯し
ます。

C カットくずを捨てます。

カットくず箱を逆さにして、箱にたまったカットく
ずを捨ててください。

D カットくず箱を取り付けます。

E 状態表示ランプが消灯したことを確認します。

メンテナンス
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本機から実行できるメンテ
ナンス機能

プリントヘッドのノズルチェッ
クとクリーニング
ノズルが目詰まりしていると、印刷がかすれたり、スジ
が入ったりします。本機にはノズルの目詰まりを自動で
検出し、プリントヘッドのクリーニングや目詰まりして
いるノズルを正常なノズルで補完して印刷する自動ノズ
ルチェック機能があります。そのため、通常ではプリン
トヘッドのノズルチェックやクリーニングを手動で実行
する必要はありません。
自動ノズルチェック機能の設定はメンテナンスツールか
ら行います。
メンテナンスツールの詳細は『オンラインマニュアル』
から『ユーザーズガイド』をご覧ください。

自動ノズルチェック機能を使わない場合は、ノズルの目
詰まりを確認したいときや印刷品質に問題があるときに
以下の手順に従ってプリントヘッドのノズルチェックを
実行してください。ノズルが目詰まりしているときはプ
リントヘッドをクリーニングしてください。

L
・インク残量が少ないと、クリーニングできないことがあり
ます。

・プリントヘッドのクリーニングを 3回程度繰り返しても目
詰まりが解消されないときは、強力ヘッドクリーニングを
実行してください。
U 「強力ヘッドクリーニング」31ページ
強力ヘッドクリーニングを実行しても目詰まりが解消され
ないときは、お買い求めの販売店またはエプソンサービス
コールセンターに連絡してください。

A ［プリンターの基本設定］-［給紙装置設定］-
［メンテナンス印刷の給紙経路］で設定した箇所
に用紙をセットします。

U 「基本の操作」15ページ

B ホーム画面で［設定］-［プリンターのお手入れ］
を選択します。

項目を選択するには、【u】/【d】/【l】/【r】
ボタンで動かして、【Z】ボタンを押してくださ
い。

C ［プリントヘッドのノズルチェック］を選択しま
す。

D 画面の指示に従ってノズルチェックパターンを印
刷します。

E 印刷したパターンを見て、ノズルに目詰まりがあ
るかないかを確認します。

・Aと同じ：
全ての線が印刷されているので、目詰まりしてい
ません。［いいえ］を選択してください。以降の手
順は必要ありません。

・Bに近い：
いくつかのノズルが目詰まりしています。［はい］
を選択して、メッセージを確認して［クリーニン
グ］を選択してください。

・Cに近い：
ほとんどの線が欠ける、または大部分が印刷され
ていない場合は、ほとんどのノズルが目詰まりし
ています。［はい］を選択し、【Z】ボタンで次
の画面に進んで［強力ヘッドクリーニング］を選
択してください。

F 画面の指示に従ってプリントヘッドのクリーニン
グまたは強力ヘッドクリーニングを実行します。

G クリーニングが終わったら再度ノズルチェックパ
ターンが印刷されます。ノズルチェックパターン
の全ての線が印刷されるまで、ノズルチェックと
クリーニングを繰り返します。

強力ヘッドクリーニング
強力ヘッドクリーニングを実行すると、以下の場合の品
質が改善することがあります。

・ほとんどのノズルが目詰まりしている

メンテナンス

 31



・プリントヘッドのクリーニングを 3回実施しても目詰ま
りが解消されない

L
強力ヘッドクリーニングは、通常のクリーニングより多くの
インクを消費します。

A ［プリンターの基本設定］-［給紙装置設定］-
［メンテナンス印刷の給紙経路］で設定した箇所
に用紙をセットします。

U 「基本の操作」15ページ

B ホーム画面で［設定］-［プリンターのお手入れ］
を選択します。

C ［強力ヘッドクリーニング］を選択します。

D クリーニングが終わったら再度ノズルチェックパ
ターンが印刷されます。ノズルチェックパターン
の全ての線が印刷されたか確認してください。

メンテナンス
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付録

消耗品とオプション
本製品で使用できる消耗品とオプションは以下の通りです。（2021年 8月現在）
最新の情報は、エプソンのウェブサイト（https://www.epson.jp）をご覧ください。

商品名 型番 備考

インクパック ブラック SLIC5BK プリンター性能をフルに発揮するためにエプソン純正品のイ
ンクパックを使用することをお勧めします。純正品以外のも
のをご使用になりますと、プリンター本体や印刷品質に悪影
響が出るなど、プリンター本来の性能を発揮できない場合が
あります。純正品以外の品質や信頼性について保証できませ
ん。非純正品の使用に起因して生じた本体の損傷、故障につ
いては、保証期間内であっても有償修理となります。
U 「インクパックの交換」28ページ

シアン SLIC5C

マゼンタ SLIC5M

イエロー SLIC5Y

ライトシアン SLIC5LC

ライトマゼンタ SLIC5LM

メンテナンスボックス SLMB1 ヘッドクリーニング時に消費されるインクを吸収するための
ものです。

スピンドルユニット SL10RPSD 製品付属のスピンドルユニットと同等品です。
保護テープをはがしてお使いください。

両面印刷ユニット SLA4DFU 自動で両面印刷する場合に装着するユニットです。

給紙ローラーキット SLRK1 両面印刷ユニットの給紙部にあるローラーの交換用部品で
す。
ハガキ以外の用紙に印刷するときはこちらの部品をお使いく
ださい。

給紙ローラーキット 2 SLRK2 両面印刷ユニットの給紙部にあるローラーの交換用部品で
す。
ハガキに印刷するときはこちらの部品をお使いください。

使用可能な用紙
高品質な印刷結果を得るために、以下のエプソン製専用紙の使用をお勧めします。
本機で使用できる用紙は以下の通りです。（2021年 8月現在）

L
Epson Connectを使用する場合は、ロール紙を使って以下のサイズでのみ印刷可能です。
メールプリント：L判、KGサイズ
リモートプリントドライバー：A4、L判、KGサイズ、2L判、六切

付録
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エプソン製専用紙

ロール紙
用紙名称 サイズ フチなし印刷 ICCプロファイル

SureLab Photo Paper Gloss (250) 89 mm Epson_SL-D1000_PhotoPaperGloss.icc

102 mm

127 mm

152 mm

203 mm

210 mm

SureLab Photo Paper Luster (250) 89 mm Epson_SL-D1000_PhotoPaperLuster.icc

102 mm

127 mm

152 mm

203 mm

210 mm

単票紙

用紙名称 サイズ セット
方向

カセットへのセッ
ト可能枚数 自動両面印刷 フチなし

印刷 ICCプロファイル

SureLab Photo Paper
Gloss - DS(225)

A5 148 x 210
mm

横 100 Epson_SL-D1000_P
hotoPaperGloss_DS.
icc

A4 210 x 297
mm

縦 100

KGサイズ 102 x
152 mm

縦 100

2L判 127 x 178
mm

縦 100

六切 203 x 254
mm

縦 100

152 x 152 mm 縦 100

210 x 210 mm 縦 100

付録
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用紙名称 サイズ セット
方向

カセットへのセッ
ト可能枚数 自動両面印刷 フチなし

印刷 ICCプロファイル

SureLab Photo Paper
Gloss - DS(190)

A5 148 x 210
mm

横 100 Epson_SL-D1000_P
hotoPaperGloss_DS.
icc

A4 210 x 297
mm

縦 100

KGサイズ 102 x
152 mm

縦 100

2L判 127 x 178
mm

縦 100

六切 203 x 254
mm

縦 100

152 x 152 mm 縦 100

210 x 210 mm 縦 100

SureLab Photo Paper
Luster - DS(225)

A5 148 x 210
mm

横 100 Epson_SL-D1000_P
hotoPaperLuster_DS
.icc

A4 210 x 297
mm

縦 100

KGサイズ 102 x
152 mm

縦 100

2L判 127 x 178
mm

縦 100

六切 203 x 254
mm

縦 100

152 x 152 mm 縦 100

210 x 210 mm 縦 100

SureLab Photo Paper
Luster - DS(190)

A5 148 x 210
mm

横 100 Epson_SL-D1000_P
hotoPaperLuster_DS
.icc

A4 210 x 297
mm

縦 100

KGサイズ 102 x
152 mm

縦 100

2L判 127 x 178
mm

縦 100

六切 203 x 254
mm

縦 100

152 x 152 mm 縦 100

210 x 210 mm 縦 100

付録
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市販のハガキ（日本郵便株式会社製）
ハガキの両面に印刷するときは、宛名面から先に印刷することをお勧めします。

用紙名称 サイズ セット
方向

カセットへのセッ
ト可能枚数 自動両面印刷 フチなし

印刷* ICCプロファイル

郵便ハガキ（インク
ジェット写真用）

ハガキ 100 x 148
mm

縦 100 Epson_SL-D1000_St
andard.icc

郵便ハガキ（インク
ジェット紙）

ハガキ 100 x 148
mm

縦 100 Epson_SL-D1000_St
andard.icc

郵便ハガキ ハガキ 100 x 148
mm

縦 100 Epson_SL-D1000_St
andard.icc

往復ハガキ 200
x 148 mm

横 100 - -

* 宛名面印刷時は非対応です。

その他の市販用紙
その他の市販用紙は、本機の仕様に合った用紙をお使いください。
U 「仕様一覧」39ページ
また、用紙種類を追加してからお使いください。
追加方法は『オンラインマニュアル』から『ユーザーズガイド』をご覧ください。

K
・しわ、毛羽立ち、破れ、汚れなどのある用紙は使用しないでください。

・本機の仕様の範囲内の用紙であれば本機にセットできますが、通紙および印刷品質を保証するものではありません。

ロール紙

用紙の一般名称 用紙名称*1 フチなし印刷 ICCプロファイル

マット写真用紙 フォトペーパー＜マット＞ Epson_SL-D1000_PhotoPaperMatte.icc

単票紙

用紙の一般名称 用紙名称*1 自動両面印
刷

フチなし印
刷*2 ICCプロファイル

マット写真用紙 フォトペーパー＜マット＞ Epson_SL-D1000_PhotoPaperMatte.icc

光沢写真用紙 フォトペーパー＜光沢＞ - Epson_SL-D1000_PhotoPaperGloss.icc

光沢カード用紙*3 カード - Epson_SL-D1000_Standard.icc

*1 プリンタードライバーや本機のメニューの用紙種類設定で選択する名称
*2 対応する用紙幅：89、102、127、152、203、210 mm
*3 カセットに非対応です。手差し給紙で印刷してください。
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システム条件
各ソフトウェアは、以下の環境で使用できます。（2021年 8月現在）
対応 OS等は、変更されることがあります。
最新の情報は、エプソンのウェブサイト（https://www.epson.jp）をご覧ください。

プリンタードライバー
Windows

オペレーティングシステム Windows 10/Windows 10 x64
Windows 8.1/Windows 8.1 x64

CPU Intel Core 2 Duo 3.0 GHz以上

空きメモリー領域 1 GB以上

ハードディスク（インストール時空き容量） 2 GB以上

ディスプレイ解像度 SXGA（1280×1080）以上

本機との接続方法＊ USB接続、有線または無線 LAN接続

＊ 対応する接続方法の詳細（インターフェイスの仕様）は以下を参照
U 「仕様一覧」39ページ

Mac

オペレーティングシステム OS X 10.9.5 Mavericks以降

CPU Intel Core 2 Duo 2.0 GHz以上

主記憶メモリー 2 GB以上

ハードディスク（インストール時空き容量） 2 GB以上

ディスプレイ解像度 WXGA+（1440×900）以上

本機との接続方法＊ USB接続、有線または無線 LAN接続

＊ 対応する接続方法の詳細（インターフェイスの仕様）は以下を参照
U 「仕様一覧」39ページ

メンテナンスツール
Windows

オペレーティングシステム Windows 10/Windows 10 x64
Windows 8.1/Windows 8.1 x64

CPU Intel Core 2 Duo 3.0 GHz以上

空きメモリー領域 1 GB以上

ハードディスク（インストール時空き容量） 2 GB以上

ディスプレイ解像度 SXGA（1280×1080）以上

付録
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本機との接続方法＊ USB接続、有線または無線 LAN接続

＊ 対応する接続方法の詳細（インターフェイスの仕様）は以下を参照
U 「仕様一覧」39ページ

Mac

オペレーティングシステム OS X 10.9.5 Mavericks以降

CPU Intel Core 2 Duo 2.0 GHz以上

主記憶メモリー 2 GB以上

ハードディスク（インストール時空き容量） 2 GB以上

ディスプレイ解像度 WXGA+（1440×900）以上

本機との接続方法＊ USB接続、有線または無線 LAN接続

＊ 対応する接続方法の詳細（インターフェイスの仕様）は以下を参照
U 「仕様一覧」39ページ

Web Config
ブラウザーは最新バージョンをお使いください。

Windows

ブラウザー Internet Explorer 11、Microsoft Edge、Mozilla Firefox、Google Chrome

Mac

ブラウザー Safari、Mozilla Firefox、Google Chrome

付録
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仕様一覧
基本仕様

印字方式 オンデマンドインクジェット方式

ノズル配列 各色 180ノズル

最高解像度 1440×720dpi

紙送り方式 フリクションフィード

K
本機は、標高 2000m 以下でお使いください。

電気関係仕様

定格電圧 AC 100-240 V

定格周波数 50/60 Hz

定格電流 1.4 A

消費電力 動作時：約 80 W
レディー時：約 14 W
スリープモード時：約 1.2 W
電源オフ時：0.2 W以下

インターフェイス仕様

USBポート Hi-Speed USB

有線 LAN準拠規格 10BASE-T (IEEE802.3i)
100BASE-TX (IEEE802.3u)
Energy Efficient Ethernet (IEEE802.3az)*1

付録
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インターフェイス仕様

無線 LAN

準拠規格 IEEE802.11b/g/n/a/ac

周波数帯 IEEE802.11b/g/n: 2.4GHz
IEEE802.11a/n/ac: 5GHz

接続モード インフラストラクチャー
Wi-Fi Direct（シンプル APモード）*2

無線セキュリティー WEP (64/128bit)
WPA-PSK (TKIP)
WPA2-PSK (AES)
WPA3-SAE (AES)
WPA2-Enterprise (AES) (EAP-TLS/PEAPTLS/PEAPMSCHAPv2/EAP-TTLS)
WPA3-Enterprise

ネットワーク印刷プロト
コル/機能*3

EpsonNet Print (Windows)
Standard TCP/IP (Windows)
Bonjour (Mac)
IPP印刷 (Windows、Mac)
Mopria Print (Mopria device)
Chromebookネイティブ印刷
AirPrint (iOS、Mac)

セキュリティー規格/プ
ロトコル

SSL/TLS:
HTTPS Server/Client
IPPS Server
SMTPS Client
STARTTLS (SMTPS)
IEEE802.1X
IPsec/IP Filtering
SNMPv3

*1IEEE802.3azに対応した接続機器が必要。
*2IEEE802.11bは非対応。
*3EpsonNet Printは、IPv4のみ対応。他は IPv4と IPv6の両方に対応。

ロールペーパーユニット仕様

セット可能サイズ 3インチ紙管
外径 170mm以内
1本セット可能

ロール紙幅 89mm（3.5インチ）、102mm（4インチ）、127mm（5インチ）、152mm（6インチ）、203mm（8イ
ンチ）、210mm（A4）

ロール紙厚 0.22～0.25mm

手差しユニット仕様

用紙幅 89～210mm

用紙長さ 148～1000mm

用紙厚 0.20～0.50mm
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排紙トレイ仕様

容量 ロール紙：
KGサイズ（102×152mm）50枚
長さ 203mm以下 50枚
長さ 203.1 ～ 305mm 20枚
単票紙：
ハガキ 100枚
長さ 305mm以下 20枚

用紙サイズ 定型サイズ：
A4（210×297mm）以下
不定型サイズ：
幅：89～210mm、長さ：50～305mm

インク仕様

形態 インクパック

インク種 6色水性染料

有効期限 製造時から 3年

保存温度 梱包保存時：−20～40 ℃（−20 ℃の場合 4日以内、40 ℃の場合 1カ月以内） 
本体装着時：−20～40 ℃（−20 ℃の場合 4日以内、40 ℃の場合 1カ月以内）
梱包輸送時：−20～60 ℃（−20 ℃の場合 4日以内、40 ℃の場合 1カ月以内、60 ℃の場合 72時間以
内）

容量 250ml

外形寸法 81（幅）×263.3（長さ）×32.3（高さ） mm

K
・インクは−10 ℃以下の環境で長時間放置すると凍結します。万一凍結した場合は、室温（25 ℃）で 3時間以上かけ
て解凍してから使用してください（非結露）。

・インクパックを分解したり、インクを詰め替えたりしないでください。

総合仕様

温度 動作時：10～35 ℃
保存時（開梱前）：−20～60 ℃（60 ℃の場合 120時間以内、40 ℃の場合 1カ月以内）
保存時（開梱後）：−20～40 ℃（40 ℃の場合 1カ月以内）

湿度 動作時：20～80 ％（非結露）
保存時（開梱前）：5～85 ％（非結露）
保存時（開梱後）：5～85 ％（非結露）

質量 本体：17.6 kg（インク含まず）

外形寸法 本体：460（幅）×374（長さ）×343（高さ） mm
U 「必要スペース」42ページ

両面印刷ユニット仕様

用紙幅 89～210mm

用紙長さ 148～297mm

用紙厚 0.20～0.265mm
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両面印刷ユニット仕様

質量 4.9kg

外形寸法 460（幅）×428（長さ）×365（高さ） mm

必要スペース
両面印刷ユニット（オプション）装着時

＊1 手差し給紙で単票紙セット時は、51～180mm必要。（A4用紙で 180mm）
＊2 背面カバーを開けるときに必要。

付録
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サービス・サポートのご案内

エプソンサービスパック
エプソンサービスパックは、ハードウェア保守パックです。
エプソンサービスパック対象製品と同時にご購入の上、登録していただきますと、対象製品購入時から所定の期間（3
年、4年、5年）、出張修理いたします。また、修理のご依頼や故障かどうかわからない場合のご相談等の受付窓口とし
て、専用のヘルプデスクをご用意いたします。

・スピーディーな対応 − スポット出張修理依頼に比べて優先的に迅速にサービスエンジニアを派遣いたします。

・もしものときの安心 − 万一トラブルが発生した場合は何回でもサービスエンジニアを派遣して修理いたします。

・手続きが簡単 − エプソンサービスパック登録書を FAXするだけで契約手続きなどの面倒な事務処理は一切不要です。

・維持費の予算化 − エプソンサービスパック規約内・期間内であれば、都度修理費用がかからず維持費の予算化が可能
です。
エプソンサービスパックは、エプソン製品ご購入販売店にてお買い求めください。

保守サービスのご案内
「故障かな？」と思ったときは、まず『ユーザーズガイド』の「トラブルシューティング」をよくお読みください。そし
て、接続や設定に間違いがないことをご確認の上、保守サービスの受付窓口にお問い合わせください。

保証書について
保証期間中に故障した場合には、保証書の記載内容に基づき修理いたします。保証期間や保証事項については、保証書を
ご覧ください。
保証書は、製品の「保証期間」を証明するものです。「お買い上げ年月日」「販売店名」に記入漏れがないかご確認くださ
い。これらの記載がない場合は、保証期間内であっても、保証期間内と認められないことがあります。記載漏れがあった
場合は、お買い求めいただいた販売店までお申し出ください。
保証書は大切に保管してください。

補修用性能部品および消耗品の保有期間
本製品の補修用性能部品および消耗品の保有期間は、製品の製造終了後 5年間です。
改良などにより、予告なく外観や仕様などを変更することがあります。

保守サービスの受付窓口
エプソン製品を快適にご使用いただくために、年間保守契約をお勧めします。保守サービスに関してのご相談、お申し込
みは、次のいずれかで承ります。

・お買い求めいただいた販売店

・エプソンサービスコールセンター
U 「お問い合わせ先」45ページ
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保守サービスの種類
エプソン製品を万全の状態でお使いいただくために、下記の保守サービスをご用意しております。詳細については、お買
い求めの販売店またはエプソンサービスコールセンターまでお問い合わせください。

・定期交換部品の寿命による交換は、保証内外を問わず、出張基本料・技術料・部品代が有償となります。

・年間保守契約をされている場合は、定期交換部品代のみ有償（お客様交換可能な定期交換部品の場合は、出張基本料・
技術料も有償）です。　

・本機は、専門業者による輸送対象製品のため、持込保守および持込修理はご遠慮ください。

種類 概要
修理代金と支払方法

保証期間内 保証期間外

年間保守契約 出張修理 ・優先的にサービスエンジニアを派遣し、その場で
修理いたします。

・修理の都度発生する修理代・部品代*が無償のた
め、予算化ができて便利です。

・定期点検（別途料金）で、故障を未然に防ぐこと
ができます。

無償 年間一定の保守料金

スポット出張修理 お客様からご連絡いただいて数日以内にサービスエ
ンジニアを派遣し、その場で修理いたします。

無償 有償（出張料+技術料
+部品代）
修理完了後、そのつどお
支払いください

* 消耗品（インクカートリッジ、トナー、用紙など）は保守対象外です。

K
エプソン純正品以外あるいはエプソン品質認定品以外の、オプションまたは消耗品を装着し、それが原因でトラブル
が発生した場合には、保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。ただし、この場合の修理など
は有償で行います。
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お問い合わせ先
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製品に関する諸注意
本製品を日本国外へ持ち出す場合の注意
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、本製品の修理・保守サービスおよび技術サポートなどの対応は、
日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用
できないことがあります。このような国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、弊社といたしまして
は一切責任を負いかねますのでご了承ください。

本製品の不具合に起因する付随的損害
万一、本製品（添付のソフトウェア等も含みます）の不具合によって所期の結果が得られなかったとしても、そのことか
ら生じた付随的な損害（本製品を使用するために要した諸費用、および本製品を使用することにより得られたであろう利
益の損失等）は、補償致しかねます。

本製品の使用限定
本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度などに
おいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全維持のた
めにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で弊社製品をご
使用いただくようお願いいたします。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、極めて
高い信頼性・安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様
において十分ご確認の上、ご判断ください。

液晶画面について
画面の一部に点灯しない画素や常時点灯する画素が存在する場合があります。また液晶の特性上、明るさにムラが生じる
ことがありますが、故障ではありません。

プリンター本体の廃棄
産業廃棄物処理業者に廃棄物処理を委託するなど、必ず法令や地域の条例、自治体の指示に従って廃棄してください。

複製が禁止されている印刷物
紙幣、有価証券などをプリンターで印刷すると、その印刷物の使用如何に係わらず、法律に違反し、罰せられます。（関
連法律）刑法第 148条、第 149条、第 162条 通貨及証券模造取締法第 1条、第 2条など
以下の行為は、法律により禁止されています。

・紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方証券を複製すること（見本印があっても不可）

・日本国外で流通する紙幣、貨幣、証券類を複製すること

・政府の模造許可を得ずに未使用郵便切手、郵便はがきなどを複製すること

・政府発行の印紙、法令などで規定されている証紙類を複製すること
次のものは、複製するにあたり注意が必要です。

・民間発行の有価証券（株券、手形、小切手など）、定期券、回数券など

・パスポート、免許証、車検証、身分証明書、通行券、食券、切符など

著作権
写真・書籍・地図・図面・絵画・版画・音楽・映画・プログラムなどの著作権物は、個人（家庭内その他これに準ずる限
られた範囲内）で使用するために複製する以外は著作権者の承認が必要です。

電波障害自主規制
この装置は、クラスＡ機器です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には
使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

VCCI-A
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瞬時電圧低下
本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、
交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。（社団法人 電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの
瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

電源高調波
本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2に適合しています。

セキュリティーに関するご注意
お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。
本製品などの無線 LAN製品では、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用してコンピューターなどと無線アクセ
スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN接続が可能であるという利点がありま
す。その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えて全ての場所に届くため、セキュリティーに関する設
定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。

・通信内容を盗み見られる
悪意ある第三者が電波を故意に傍受し、IDやパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報、メールの内容な
どの通信内容を盗み見られる可能性があります。

・不正に侵入される
悪意ある第三者が無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、以下のような行為をされてしまう可能性がありま
す。

・個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）

・特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）

・傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）

・コンピューターウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）
本来、無線 LANカードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリティーの仕組みを持ってい
ますので、無線 LAN製品のセキュリティーに関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は
少なくなります。セキュリティーの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解した上で、お客様自身の判断と責任
においてセキュリティーに関する設定を行い、製品を使用することをお勧めします。
セキュリティー対策を施さず、あるいは、無線 LANの仕様上やむを得ない事情によりセキュリティーの問題が発生して
しまった場合は、弊社は、これによって生じた損害に対する責任を負いかねます。

インターネットへの接続に関するご注意
本製品はインターネットに直接接続せず、ルーターやファイアウォールなどで保護されたネットワーク内に設置してくだ
さい。

電波に関するご注意
・機器認定
本製品には電波法に基づく小電力データ通信システムとして認証を受けている無線設備が内蔵されています。

・設備名：J26H005

・認証番号：003-170261
この無線機器は 2.4GHz帯を使用します。変調方式として DS-SS変調方式（与干渉距離 40m）、OFDM変調方式（与干渉
距離 40m）を採用しています。全帯域を使用し周波数変更が可能です。

・周波数
本製品は 2.4GHz帯の 2.400GHzから 2.4835GHzを使用できますが、他の無線機器も同じ周波数を使っていることがあり
ます。他の無線機器との電波干渉を防止するため、以下の事項に注意して使用してください。

・本製品の使用上の注意
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この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか、工場の製造ラインなどで使用されてい
る移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）、および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）、ならびにアマ
チュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。

・この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局、ならびにアマチュア無線
局が運用されていないことを確認してください。

・万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使
用周波数を変更するか、電波の発射を停止した上、販売店にご連絡頂き、混信回避のための処置など（たとえば、
パーティションの設置など）についてご相談ください。

・その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局、またはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事
例が発生した場合など、何かお困りのことが起きたときは、エプソンのインフォメーションセンターまでお問合
せください。

・チャンネル
IEEE802.11a/n/ac（5GHz帯）の以下のチャンネルは、屋外での使用が禁止されています。
W52 (CH36～CH48)、W53 (CH52～CH64)

・本製品はWi-Fi Allianceの承認を受けた無線機器です。他メーカーのWi-Fi承認済み無線機器とも通信が可能です。Wi-Fi
対応製品の詳細はWi-Fi Allianceのウェブサイト（http://www.wi-fi.org)をご参照ください。
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